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[A]

 日本人科学者たちがノーベル物理学賞を獲得する中 / 日本

はもうひとつノーベル賞を取る可能性はあるのだろうか。//
それは憲法 9 条をノーベル賞に推奨する人々が望んでいる

ことだ。//9 条は /1947 年 5 月 3 日に施行された日本の戦後

憲法の一部だが / 放棄したことで有名だ /「国権の発動たる

戦争と / 武力による威嚇又は武力の行使を / 国際紛争を解決

する手段としては」。// それは戦前の大日本帝国からのきっ

ぱりとした決別を意味した / 大日本帝国では軍関係者が握

るようになってきた / 政府で特に大きな権力を。//

7 月 / 安部晋三内閣は認めた /9 条の新しい解釈を / それは

日本が「集団的自衛権」を行使できるようにするもので /
意味する / 自衛隊と呼ばれる日本の軍隊が同盟国を支援で

きることを / たとえ日本が直接攻撃されなくても。//

ノルウェーのオスロ国際平和研究所の Kristian Berg 
Harpviken 所長は選んだ /「憲法 9 条を守る日本人を」/ 今
年のノーベル平和賞の有力候補として。// 候補選択に伴う

声明文の中で / 所長は書いた：/「我々は思うようになった

のかもしれません / 国家間の戦争は事実上無くなったと / 冷
戦終了後 / しかしウクライナでの出来事や東アジアでくす

ぶる緊張関係が我々に思い起こさせます / 戦争がまた起こ

るかもしれないと / だから平和賞の初期にしばしば称えら

れた原則に戻ることは / いいタイミングでしょう。」//

オスロの研究所長たちは平和賞受賞者を予測してきた

/2002 年以来 / そしてたいてい外れている。// しかし、所長

は 2007 年に予測した / アメリカの政治家アル・ゴア氏と気

候変動に関する政府間パネルが平和賞の最有力候補だと。//
日本人で今まで唯一ノーベル平和賞を獲得したのは佐藤英

作元首相で /1974 年に平和賞を共同受賞した。// 憲法 9 条

に関する今日の議論の前兆となったのだが / ノーベル委員

会は見出した / 彼が「日本人の平和に対する意志を代表し

ている」ことを。//

[Tips]

	put ～ into ef-
fect 
～を施行する、

実施する

	S e l f - D e f e n s e 
Forces 
自衛隊

	miss the mark 
的をはずす、失

敗する

	I n t e r g o v e r n -
mental Panel on 
Climate Change 
(IPCC)
気候変動に関す

る政府間パネル

	to date 
今まで、今日ま

で
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[Sentence Structure: 1st paragraph]
	 Article 9, / part of Japan’s postwar constitution put into effect on May 3,  

1947, / famously renounced “…war as a sovereign right of the nation / 
and the threat or use of force as means of settling international disputes.” 

	 (A) renounced (B) Key Structure:

Reading 1

Study

 ※ 文の中心となる主語と動詞がどこにあるか確認しよう。

 [Example]:	 Cautious practices on the part of health authorities as well as 
aid for the West African countries hardest hit by the disease 
are the best approaches to preventing it from spreading.

famously

Article 9  renounced “…  war as a sovereign right  

and 

the   threat   of force as means 
or  
use

of settling international disputes.”

put into effect on May 3,  1947, 

, part of Japan’s postwar constitution

of the nation
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[B]

昨年、海洋生物学者の Peter Mumby 氏はダイビングし

た / フランス領ポリネシアにあるランギロア環礁で。// 彼
が目にしたものは彼を非常に驚かせた / 彼は迷子になった

かもしれないと思うほど。// 彼は死に取り囲まれるだろう

と予測していた / その骨格がゆっくりと海に崩れ落ちつつ

ある死に行くサンゴ礁に。// そうではなく、壮大な、オリー

ブグリーンのハマサンゴが / 大型のカバほどの大きさで / 海
底を覆っていた。//
「私は本当に驚いて喜びました。」/ と Mumby 氏は言う /
彼はオーストラリアのクィーンズランド大学の海洋空間生

態学研究室の教授だ。// 彼にはそうなるもっともな理由が

ある。//1998 年 / 熱波が / 海の気温を上げたため / 世界中の

サンゴが死んだように白くなり / ― これはブリーチングと

呼ばれる ― そして死滅した。//Mumby 氏が 6 ヵ月後にラ

ンギロア環礁のティヴァルを訪れた時 / 彼は発見した / その

地域の多産なハマサンゴの大多数が / 通常はサンゴの中で

最も頑丈な種だが / 同じように死んでいるのを。// これま

でにわかっていたこの種の成長率に基づいて /Mumby 氏は

予測した / ハマサンゴが復活するには 100 年近くかかるだ

ろうと /15 年ではなく。//
ではどうやってサンゴは復活したのだろうか。//Mumby

氏がランギロア環礁で初めてサンゴを調査した時 / 彼は尋

常でないことに気付いた。// ハマサンゴの中には / 死んで

いるように見えても / いくつかの小さな生きた組織片が付

いているものがあった /「指くらいの広さで、おそらく指く

らいの長さの。」// これらの生き延びたサンゴのかけらは、

奥深く影のように引っ込んだ所にいたので / 熱と太陽光の

複合影響をあまり受けなかった。// おそらく / これらの小

さな命のかけらはできたのだろう / 再び成長し、広大なハ

マサンゴを再び作ることが / 一旦状況がより通常になると /
と Mumby 氏は言う。//

Mumby 氏は幻想を抱いていない / サンゴの将来は決して

厳しくないという。// ティヴァルのハマサンゴは復活した

ようだが / サンゴ礁にはストレスの明らかな兆候が依然と

して残っている。/ と彼は言う。// しかし彼が昨年その場所

[Tips]

	marine biologist 
海洋生物学者

	have good rea-
son  
もっともな理由

がある

	follow suit 
後に続く

	based on ～
～に基づいて

	anything but ～
～どころではな

い、決して～で

はない

	a spark of hope
希望の光
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Key Structure:

[Sentence Structure: 1st paragraph]		

	 What he saw shocked him so much / he thought he might be lost. 

	 [A] that [B]

 ※ so ～ that ... ： とても～なので ...である。（that が省略されている場合）

　 [Example]: In her reflection, the 43-year-old actress opened up about be-
ing raised in a neighborhood where violence was so rampant 
she referred to it as “genocide”. 

What  shocked him  so  much 

を調査した時 / 海底の景色はかすかな希望の光を放った。//
「それはまさに私に感じさせました / おそらく、もしかする

と /我々が思っているほどひどくならないかもしれないと。」

/ と Mumby 氏は言う。//

 he saw (that)   he thought he might be lost. 
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チャリティー革命

[First Paragraph]
ニュースと呼ばれるものの非常に多くが権力や紛争に焦

点があてられている中、社会を本当に結び付けている接着

剤がしばしば見落とされることがある。その接着剤とは信

頼だ ― 人間同士のあるいは人間とその機関との間の。そ

して社会的信頼の最も重要な要素は何だろう。それは与え

ることだ。従って、税金に関するデータの分析に基づく「The 
Chronicle of Philanthropy」紙の次のようなニュースは注

目に価する。

[Sentence Structure: 1st paragraph]

	 So it is worth noting this news from The Chronicle of Philanthropy, / based 
on an analysis of tax data. 

	 ... (A) is worth ...Key Structure:

 ※ 後に述べられる語句・内容を指す代名詞 this 「次のような」を確認しよう。

	 [Example]:	 Albert Einstein once described relativity this way: Sitting on a 
hot stove for a minute feels like an hour. Sitting with a pretty 
girl for an hour feels like a minute. That’s relativity.

noting this news 

So　it is worth

from The Chronicle of Philanthropy, 		

based on an analysis of tax data.

(From 2006 to 2012, “poor and middle-class Americans dug deeper into their 
wallets to give to charity, even though they were earning less.”)

[Tips]

	focused on ～

～に焦点を当て

た
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[Second Paragraph]
2006年から2012年まで、「貧困層や中間層のアメリカ人が、

所得が減っているにも関わらず、自腹を切ってより多くの

寄付をした。」言い換えると、所得が 10 万ドルに満たない

人々は、グレート・リセッション（大不況）以後所得が停

滞しているまさにその時、寄付の額を 4.5% 増やした。一方、

20 万ドル以上稼ぐ人々は、― 富が増えたにも関わらず ― 
同期間中の寄付額は 4.6% 減った。

[Sentence Structure: 2nd paragraph]

	 Put another way, / those earning less than $100,000 increased their giving 
by 4.5 percent / even as their incomes have lagged after the Great Reces-
sion. 

	 ... [A] even as [B]Key Structure:

Put another way,

earning less than $100,000 

those increased their giving by 4.5 percent 

after the Great Recession.

even as   their incomes have lagged 	

 ※ 「まさに～の時、～であるのに」という意味の接続詞 even as を確認しよう。

	 [Example]:	 State money to support public transit has plunged almost 85 
percent since 2000, even as mounting demand suggests the 
state should double its outlay on bus, rail and other transit 
services by 2025.

[Tips]

	put another way 
言い換えれば

	Great Recession 
大不況：2000 年

代後半に起きた

世界的経済不況

のこと
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[Fourth Paragraph]
貧困層や中間層による最近の寄付の増加は何が引き起こ

しているのかを知るのは難しいかもしれない。しかしここ

にふたつの考えられる理由がある：デジタル的な結び付き

の増加と大きな機関への不信だ。

[Sentence Structure: 3rd paragraph]

	 If this trend sounds like a biblical parable, / well, it should.  

	 If [A], [B]

 ※ 「～はずだ、～であろう」という意味の助動詞 should に注意しよう。

	 [Example]:	 A spectacular rocket launch is planned for Monday night and 
it should be visible for much of the east coast, including parts 
of North Carolina.

Key Structure:

[Third Paragraph]
もしこの傾向が聖書の寓話のように聞こえるとしたら、ま

あ、それはそうだろう。アメリカのそれほど裕福で無い人々

は長い間、所得のうち不釣り合いなほど多くの割合を他の

人々に与えてきたが、おそらくそれにはもっともな理由が

ある。普通の人々は多分、恵まれない人々により容易に共

感できる。彼らはたいていそういう人々の中で暮らしてい

て、彼らを侵入者というよりは近所の人とみなす。与える

ことは相互依存と相互共感の網の目を保証するための彼ら

の絆の形なのだ。社会はこのような心の寛大さという基盤

に依存している。

If   this trend sounds like a biblical parable, 

it should (sound like a biblical parable).

well, 

[Tips]

	well-off 
富裕な

	rest on ～ 
～に依存する、

～にかかってい

る
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[Fifth Paragraph]
まず、デジタル要因だ：ソーシャルメディアに依存する

人々は、ピアツーピアのタクシーサービス、あるいは気候

変動や人身売買など議論を呼ぶ問題に焦点をあてたツイッ

ターの小集団のように、新たでダイナミックな信頼のコミュ

ニティーを急速に形成している。このような「友人」やハッ

シュタグのネットワークで信頼できない者は簡単に遠ざけ

られる。規制当局などの従来の機関はしばしば外される。

大規模なチャリティーでさえ不意を突かれることがある。

この夏ソーシャルメディアで瞬く間に広まった「アイス・

バケツ・チャレンジ」は ALS 協会から始まったわけではな

い。もっとも協会は確かに財政的に利益を得たが。

[Sixth Paragraph]

寄付活動はまた、チャリティーの効果を調べる新たなイ

ンターネット・ツールや、小額の慈善活動をする技術を教

える新しいオンライン・コースを通じて、民主化されつつ

ある。例えば、大富豪のウォーレン・バフェットとその家

族は ｢Giving With Purpose」という名のオンライン・ハ

ウツー・コースを提供している。そして慈善活動家 Laura 
Arrillaga-Andreessen による新著、「Giving 2.0: Transform 
Your Giving and Our World」は「普通でない寛大さを持つ

普通の人々」の姿を紹介している。

[Seventh Paragraph]

次は、従来の信頼からの転換だ：Edelman 2014 Trust Ba-
rometer によると、2007 年から 2009 年の金融危機が世界的

に企業や政府への不信感の増大を加速させる一因となった。

そうした機関が、真実を語ったり問題を解決すると信頼し

ているのは、世界中でわずか 17% の人々だ。一方、民間の

非政府組織、つまり「市民社会」への信頼は増している。

[Eighth Paragraph]

「今日の西洋では、深刻な経済危機に対する無能な対応が、

過去に築き上げられた社会的信頼という資本を徐々に減じ

ています。」とイギリスの歴史家で新著「Trust: a History」
を書いた Geoffrey Hosking 氏は述べる。

[Tips]

	rely on ～

～に頼る

	human traffick-
ing 
人身売買

	o u t  o f  t h e 
picture
蚊帳の外で、無

関係で

	ice bucket chal-
lenge 
ALS の研究を支

援するため、バ

ケツに入った氷

水を頭からかぶ

るか、またはア

メリカ ALS 協会

に寄付をする運

動

	go viral 
（情報が）急激に

広がる

[Tips]

	check out 
調査する

[Tips]

	shift away from
～ 
～ 離 れ、~ か ら

の転換
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[Sentence Structure: 9th paragraph]

	 It is not a revolution of the street, / as in Ukraine or Hong Kong, / but 
rather a revolution of the heart. // And of the wallet. 

	 [A]. And (B)Key Structure:

 ※ 繰り返しを避けるため同じ語句を省略する例を確認しよう。

	 [Example]:	 The doctor assured lawmakers that a large-scale outbreak of 
Ebola is unlikely in America. “There is an epidemic of fear, 
but not of Ebola, in the United States,” she said.

And 

It is     not a revolution of the street, 

as in Ukraine or Hong Kong,
but rather

 a revolution of the heart.

(a revolution) of the wallet. 

[Ninth Paragraph]

西洋の民主主義国家で経済や政治について不確定要素が

非常に多い中、アメリカのあまり裕福でない人々が寄付を

通じて相互依存を求め、自分たちの社会をひとつに結び付

ける信頼を再構築するのは自然なことかもしれない。それ

はウクライナや香港などの街頭で行う革命ではなく、むし

ろ心の革命だ。そして財布の革命なのだ。
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ある新聞調査による

と、2006 年 か ら 2012
年までの間で、貧困・

中間層は所得は伸びな

いが寄付金を増やし、

富裕層は富を増やした

にも関わらず寄付を減

らした。

Paragraph  Flow

[First Paragraph]
（話題＝ giving）

[Second Paragraph]
（ある現象）

[Seventh Paragraph]（信頼の変化）

権力や紛争のニュー

スが多い中、社会を

つなぐ本当の絆が見

逃されがちだ。それ

は社会信頼で、その

重要な要素は与える

ことである。

2007 年から 2009 年の金融危機以

降、企業や政府など大きな機関へ

の不信が高まり、民間の非政府機

関など市民社会への信頼が増した。

寄付はまたインターネットを通

じて民主化されつつある。ネッ

トで慈善団体の有効性をチェッ

クしたりオンラインコースで低

額の寄付方法も学べる。

[Third Paragraph]
（これまでの傾向）

[Fifth Paragraph]（ソーシャルメディア）

[Sixth Paragraph]（寄付の民主化）

    [Fourth Paragraph]（現象の理由）

米国では長い間あまり

裕福でない層が所得に

対して不釣り合いな程

多くの額を寄付してき

た。恵まれない人々に

共感し易く、また相互

依存の関係を作るため

である。

最近の貧困・中間層の人々の寄付額増加の理由は特定するのは難しいが、考

えられる要因は 2 つある：

(1) デジタル的な結び付きの増加と (2) 大きな機関への不信だ。

ソーシャルメディアを使った信頼のコ

ミュニティーが急速に広がっており、

信頼が置けないとみなされる従来の機

関などは信頼の輪から外される。急激

に広まった「アイス・バケツ・チャレ

ンジ」活動に見られるように、大きな

慈善団体さえ例外ではない。
[Eighth Paragraph]
（従来の信頼の喪失）

[Ninth Paragraph]（結論）

ある歴史家によると、今日の西洋で

は、大きな経済危機への不手際な対

応により、過去に蓄積された社会的

信頼が徐々に失われている。

西洋の民主主義社会で経済や政治の不確定要素が多い中、あまり裕福でない米国

人たちが寄付を通じて信頼の再構築をしているのは当然かもしれない。それは心

と財布の革命だ。
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難
単語レベル：☆　　　　　☆☆☆　influential [ˌɪnfluˈenʃ(ə)l] = [ìnfluénP(¹)l]

★ READING 1 - [A]
 physics [ˈfɪzɪks]: n	 ☆	 物理学 		
	booster [ˈbuːstə(r)]: n	 ☆	 支援者、後援者

 constitution [ˌkɒnstɪˈtjuːʃ(ə)n]: n	 ☆	 憲法 		
	article [ˈɑː(r)tɪk(ə)l]: n	 ☆	 条項	
 postwar [ˌpəʊs(t)ˈwɔː(r)]: adj	 ☆	 戦後の 		
	renounce [rɪˈnaʊns]: vt	 ☆☆	 放棄する 
 sovereign [ˈsovereign]: adj	 ☆☆	 主権を有する、最高の 
	dispute [dɪˈspjuːt]: n	 ☆	 紛争、論争

 prewar [priˈwɔr]: adj 	 ☆	 戦前の 		
	imperial [ɪmˈpɪəriəl]: adj	 ☆	 帝国の；皇帝の、天皇の

 outsize [ˈaʊtˌsaɪz]: adj	 ☆☆	 特大の、大きすぎる 	
	cabinet [ˈkæbɪnət]: n	 ☆	 内閣 
 revise [rɪˈvaɪz]: vt	 ☆	 見直す、改正する	
	interpretation [ɪnˌtɜː(r)prɪˈteɪʃ(ə)n]: n	 ☆	 解釈

 ally [ˈælaɪ]: n	 ☆	 同盟国		
	pick [pɪk]: vt	 ☆	 選ぶ	
 conserve [kənˈsɜː(r)v]: vt	 ☆	 保護する、保全する 	
	favorite [ˈfeɪv(ə)rət]: n	 ☆	 本命、優勝候補；お気に入り

 accompany [əˈkʌmp(ə)ni]: vt	 ☆	 伴う 		
	virtually [ˈvɜː(r)tʃʊəli]: adv	 ☆	 事実上

 extinct [ɪkˈstɪŋkt]: adj	 ☆	 消滅した、死に絶えた 	
	simmer [ˈsɪmə(r)]: vi	 ☆☆	 ぐつぐつ煮える	、くすぶる

 tension [ˈtenʃ(ə)n]: n	 ☆	 緊張		
	hail [heɪl]: vt	 ☆☆	 認める、歓迎する、称賛する 
	predict [prɪˈdɪkt]: vt	 ☆	 予測する	
 speculate [ˈspekjʊleɪt]: vt	 ☆	 推測する		
	foreshadow [fɔː(r)ˈʃædəʊ]: vt	 ☆☆	 前兆となる 
 represent [ˌreprɪˈzent]: vt	 ☆	 代表する		
	will [wɪl]: n	 ☆	 意志

 ★ READING 1 - [B]
 biologist [baɪˈɒlədʒɪst]: n	 ☆	 生物学者 		
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	lagoon [ləˈɡuːn]: n	 ☆☆	 潟、礁湖

 reef [riːf]: n	 ☆	 礁		
	coral [ˈkɒrəl]: n	 ☆	 サンゴ

 skeleton [ˈskelɪt(ə)n]: n	 ☆	 骨格；骸骨		
	crumble [ˈkrʌmb(ə)l]: vi	 ☆	 崩れる、砕ける

 majestic [məˈdʒestɪk]: adj	 ☆☆	 堂々とした、壮大な	
	hippo [ˈhɪpəʊ] (hippopotamus) : n	 ☆	 カバ

 carpet [ˈkɑː(r)pɪt]: vt	 ☆	 （絨毯を敷き詰めたように） 
   覆う		
	astonished [əˈstɒnɪʃt]: adj	 ☆	 非常に驚いた	
 delighted [dɪˈlaɪtɪd]: adj	 ☆	 非常に喜んで		
	heatwave [ˈhiːtˌweɪv]: n	 ☆	 熱波

 deathly [ˈdeθli]: adj	 ☆	 死を思い起こさせる、死んだ 
   ような

	bleach [bliːtʃ]: vi	 ☆	 白くなる

 prolific [prəˈlɪfɪk]: adj	 ☆☆	 多産の		
	hardy [ˈhɑː(r)di]: adj	 ☆☆	 頑丈な	
 species [ˈspiːʃiːz]: n	 ☆	 種		
	survey [ˈsɜː(r)veɪ]: vt	 ☆	 調査する

 sliver [ˈslɪvə(r)]: n	 ☆☆	 小片 		
	live [laɪv]: adj	 ☆	 生きている

 tissue [ˈtɪʃuː]: n	 ☆	 組織 		
	shadowy [ˈʃædəʊi]: adj	 ☆	 影の多い、陰になった	
 recess [ˈriˌses]: n	 ☆☆	 奥まった場所 		
	shard [ʃɑː(r)d]: n	 ☆☆☆	 破片 
 regrow [riːˈɡrəʊ]: vt 	 ☆	 再成長させる

	immense [ɪˈmens]: adj	 ☆☆	 巨大な

 challenging [ˈtʃælɪndʒɪŋ]: adj	 ☆	 厳しい、大変な

	telltale [ˈtelˌteɪl]: adj	 ☆☆	 明らかな、隠しきれない

 ignite [ɪɡˈnaɪt]: vt	 ☆	 火をつける、点火する	
	slim [slɪm]: adj	 ☆	 わずかな

 	  
  ★ READING 2
 conflict [ˈkɒnflɪkt]: n	 ☆	 紛争 		
	glue [ɡluː]: n	 ☆	 接着剤、結び付けるもの
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 overlook [ˌəʊvə(r)ˈlʊk]: vt	 ☆	 見落とす、見過ごす	
	institution [ˌɪnstɪˈtjuːʃ(ə)n]: n	 ☆	 制度、組織	
 ingredient [ɪnˈɡriːdiənt]: n	 ☆	 要素	
	philanthropy [fɪˈlænθrəpi]: n	 ☆☆	 博愛、慈善		
	lag [læɡ]: vi	 ☆	 遅れをとる、停滞する、減少する

 biblical [ˈbɪblɪk(ə)l]: adj	 ☆☆	 聖書の 		
	parable [ˈpærəb(ə)l]: n	 ☆☆	 寓話		
	disproportionately [ˌdɪsprəˈpɔː(r)ʃ(ə)nətli]: adv 	
			   ☆☆	 偏って 
 empathize [ˈempəθaɪz]: vi	 ☆☆	 相手の気持ちが分かる、共 

   感する 
	the disadvantaged [ˌdɪsədˈvɑːntɪdʒd]: n	☆☆	 恵まれない人々

 intruder [ɪnˈtruːdə(r)]: n	 ☆☆	 侵入者、邪魔者 	
	bonding [ˈbɑndɪŋ]: n	 ☆	 心の触れ合い、絆の形成

 ensure [ɪnˈʃɔː(r)]: vt	 ☆	 確実にする		
	interdependence [ˌɪntə(r)dɪˈpendəns]: n 	 ☆	 相互依存  
 mutual [ˈmjuːtʃuəl]: adj	 ☆	 相互の  		
 bedrock [ˈbedˌrɒk]: n	 ☆	 基盤 		
	bigheartedness [ˈbɪɡˈhɑː(r)tɪdnəs]: n 	 ☆☆	 寛大さ

 peer-to-peer [ˈpɪə(r) tuː ˈpɪə(r)]: adj 	 ☆☆	 ピアツーピアの、一対一 
   の、間に仲介者を介さな 
   い  
	enclave [ˈenkleɪv]: n	 ☆☆	 周囲とは異なる集団；飛び領 

   土

 hot-button [hɒt ˈbʌt(ə)n]: adj 	 ☆☆	 強い関心［激しい反応］を呼 
   ぶ 
	trustworthy [ˈtrʌs(t)ˌwɜː(r)ði]: adj	 ☆☆	 信用できる 	
	hashtag [ˈhæʃˌtæɡ]: n	 ☆☆	 ハッシュタグ：ツイッター 

   で、特定の話題をまとめられ 
   るように、該当する言葉の 
   前に付ける # マーク

 shun [ʃʌn]: vt	 ☆☆	 避ける、遠ざける 	
	regulator [ˈreɡjʊˌleɪtə(r)]: n	 ☆	 規制当局	
 blindside [ˈblaɪndˌsaɪd]: vt	 ☆☆	 不意を突く		
	originate [əˈrɪdʒəneɪt]: vi	 ☆	 源を発する、起こる、始まる 
 democratize [dɪˈmɒkrətaɪz]: vt	 ☆	 民主化する 		



17

Glossary

Study

	effectiveness [ɪˈfektɪvnəs]: n 	 ☆	 有効性	
 multibillionaire [mʌltiˌbɪljəˈneə(r)]: n 	 ☆☆	 超億万長者		
	extraordinary [ɪkˈstrɔː(r)d(ə)n(ə)ri]: adj	 ☆	 並外れた、驚くべき、異常な 
 generosity [ˌdʒenəˈrɒsəti]: n	 ☆	 気前のよさ 		
	inept [ɪˈnept]: adj	 ☆☆	 無能な、的外れの

 deplete [dɪˈpliːt]: vt	 ☆☆	 減らす、激減させる、使い 
   果たす   
	uncertainty [ʌnˈsɜː(r)t(ə)nti]: n	 ☆	 不確実性	
 reconfigure [rekənˈfɪɡə(r)]: vt 	 ☆☆	 再構成する

 	
★ READING 1 QUIZ
	parliament [ˈpɑː(r)ləmənt]: n 	 ☆	 議会、国会

	administer [ədˈmɪnɪstə(r)]: vt	 ☆	 処理する、運営する

	fatal [ˈfeɪt(ə)l]: adj  	 ☆	 命にかかわる、致命的な

	handcuff [ˈhæn(d)ˌkʌf]: vt 	 ☆☆	 手錠をかける 
	sleeping pill: n 	 ☆	 睡眠薬

	eerie [ˈɪəri]: adj	 ☆☆	 不気味な、薄気味の悪い

	rotund [rəʊˈtʌnd]: adj	 ☆☆☆	 丸々と太った、肥満した

	pentas [ˈpentəs]: n 	 ☆☆☆	 ペンタス：アカネ科の植物

	hummingbird [ˈhʌmɪŋˌbɜː(r)d]: n 	 ☆☆	 ハチドリ

	in favor of ~ : 	 ☆	 ～を支持して、好んで 
	scatter [ˈskætə(r)]: vt 	 ☆	 まき散らす

	infect [ɪnˈfekt]: vt	 ☆	 感染させる	
	properly [ˈprɒpə(r)li]: adv	 ☆	 適切に

	outbreak [ˈaʊtˌbreɪk]: n 	 ☆	 勃発、突発

	trial [ˈtraɪəl]: n	 ☆	 裁判、審理

	accused of ~   	 ☆	 ～で告訴されて

	governor [ˈɡʌvə(r)nə(r)]: n	 ☆	 知事

	presidential nominee [ˌprezɪˈdenʃ(ə)l ˌnɒmɪˈniː]: n 	
			   ☆☆	 大統領指名候補

	testify [ˈtestɪfaɪ]: vi 	 ☆☆	 証言する

 for reference [ˈref(ə)rəns]:   ☆ 参考までに、参照用に

	suspect [ˈsʌspekt]: n 	 ☆☆	 容疑者 
	be charged with ~ :   	 ☆☆	 ～で告訴されて

	authorities [ɔːˈθɒrətiz]: n 	 ☆	 当局
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	superintendent [ˌsuːpərɪnˈtendənt]: n 	☆☆	 教育長

	aspiration [ˌæspɪˈreɪʃ(ə)n]: n 	 ☆☆	 強い願望、熱望 
	equalize [ˈiːkwəlaɪz]: vt  	 ☆☆	 等しくする、均一にする

	fire [ˈfaɪə(r)]: vt 	 ☆	 解雇する、首にする

	animosity [ˌænɪˈmɒsəti]: n 	 ☆☆	 悪意、敵意

	recall [rɪˈkɔːl]: vt 	 ☆	 思い起こさせる

★ READING 2 QUIZ
 mourn [mɔː(r)n]: vi   ☆ 嘆く、悲しむ

 neglect [nɪˈɡlekt]: vt  ☆ （怠慢・不注意から）顧みな 
   い、放置する

 curse [kɜː(r)s]: vt ☆☆ 呪う、ののしる

 romp [rɒmp]: vi ☆☆ はしゃぎ回る、ふざける

 suffice [səˈfaɪs]: vi  ☆☆ 十分である、足りる

 trail [treɪl]: vi ☆☆ 遅れをとる、後ろを走る

 tenet [ˈtenɪt]: n   ☆☆ （政治・宗教などの）主義、 
   教義

 fable [ˈfeɪb(ə)l]: n   ☆☆ 寓話

 satire [ˈsætaɪə(r)]: n   ☆☆ 風刺、皮肉

 impoverished [ɪmˈpɒvərɪʃt]: adj ☆☆ 貧窮化した、貧困に陥った

 nonbinding [ˌnɒnˈbaɪndɪŋ]: adj  ☆☆ 拘束力の無い

 unabridged [ˌʌnəˈbrɪdʒd]: adj  ☆☆ 省略していない

 erode [ɪˈrəʊd]: vt ☆☆ 損う、浸食する

 exude [ɪɡˈzjuːd]: vt ☆☆ 滲みださせる、発散させる

 eschew [ɪsˈtʃuː]: vt  ☆☆ 避ける、慎む

 altruism [ˈæltruˌɪz(ə)m]: n ☆☆ 愛他主義、利他主義

 euphemism [ˈjuːfəˌmɪzəm]: n  ☆☆ 婉曲語法、遠回しに言うこ 
   と

 nepotism [ˈnepəˌtɪz(ə)m]: n  ☆☆ 身内びいき、縁者引き立て

 languish [ˈlæŋɡwɪʃ]: vi  ☆☆ 悩み暮らす、つらい思いを 
   する；活気がなくなる

 exhaust [ɪɡˈzɔːst]: vt   ☆☆ 消耗させる、使い果たす

 emancipate [ɪˈmænsɪpeɪt]: vt   ☆☆ 解放する、自由にする

 refurbish [riːˈfɜː(r)bɪʃ]: vt  ☆☆ 改装する、一新する
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 reincarnate [ˌriːɪnkɑː(r)ˈneɪt]: vt ☆☆ 生まれ変わらせる、再生さ 
   せる

 rearrange [ˌriːəˈreɪndʒ]: vt  ☆☆ 再整理する、配列し直す

 refuse worker [ˈrefjuːs ˈwɜː(r)kə(r)]: n  
   ☆☆ ゴミ収集作業員

 ongoing [ˈɒnˌɡəʊɪŋ]: adj ☆ 継続している、進行中の

 row [rəʊ]: n ☆☆ 争い、騒動、喧嘩

 affect [əˈfekt]: vt  ☆ 影響を及ぼす

 bin [bɪn]: n  ☆ ゴミ箱；大型容器

 disruption [dɪsˈrʌpʃ(ə)n]: n   ☆☆ 混乱、中断

 inconvenience [ˌɪnkənˈviːniəns]: n   ☆ 不便、不都合

 household waste: n ☆ 家庭ゴミ

 communal [kəˈmjuːn(ə)l]: adj   ☆ 自治体の、共同社会の

 venture capital [ˈventʃə(r) ˈkæpɪt(ə)l]: n   
   ☆☆ ベンチャーキャピタル：有 

   望な新興企業に損失の危険 
   を冒して投資される資本

 entrepreneur [ˌɒntrəprəˈnɜː(r)]: n   ☆☆ 起業家

★ LISTENING - No. 1
 sweep through ~ :    ☆☆ （台風などが）～を通過する

★ LISTENING - No. 2
 missing [ˈmɪsɪŋ]: adj  ☆ 行方不明で、見つからないで

 ground [ɡraʊnd]: vt  ☆ 離陸させない、地上に留める

★ LISTENING - No. 3
 cartoon [kɑː(r)ˈtuːn]: n  ☆☆ 風刺漫画

 mock [mɒk]: vt  ☆☆ あざけり笑う、ばかにする

 space mission: n  ☆ 宇宙飛行、宇宙ミッション

★ LISTENING - No. 4
 portray [pɔː(r)ˈtreɪ]: vt   ☆ 描く、表現する

 cow [kaʊ]: n   ☆ 雌牛、乳牛
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★ LISTENING - No. 5
 dictator [dɪkˈteɪtə(r)]: n  ☆ 独裁者、専制者

 vanish [ˈvænɪʃ]: vi   ☆ 消える、見えなくなる

 meditation [ˌmedɪˈteɪʃ(ə)n]: n   ☆ 瞑想、熟考

 martial arts: n   ☆☆ 武道、武術

★ LISTENING - No. 6
 put ~ out of action:   ☆ ～を動けなくする

 gout [ɡaʊt]: n    ☆☆☆ 痛風

 purport [pə(r)ˈpɔː(r)t]: vt  ☆☆ ～であると称する、主張する

 carry out ~ :   ☆ ～を実行する、遂行する

★ LISTENING - No. 7
	appoint [əˈpɔɪnt]: vt     ☆ 任命する、指名する

	Secretary-General: n    ☆ 事務総長

 Your Excellencies [ˈeksələnsiz]: n   ☆☆ 閣下（夫人）：大臣、大使、 
   知事などの高官とその夫人に 
   対する敬称

 distinguished [dɪˈstɪŋɡwɪʃt]: adj     ☆☆ 著名な、名高い

 concerned [kənˈsɜː(r)nd]: adj     ☆ 心配した、懸念を持ってい 
   る

	pretend [prɪˈtend]: vi  ☆ 装う、ふりをする

 fictitious [fɪkˈtɪʃəs]: adj   ☆☆ 架空の、想像上の

 mankind [mænˈkaɪnd]: n       ☆ 人類

 undeniable [ˌʌndɪˈnaɪəb(ə)l]: adj     ☆☆ 否定できない、打ち消しがた 
   い 
	accelerate [əkˈseləreɪt]: vt     ☆☆ 加速させる、速める 

★ LISTENING - No. 8
	achievable [əˈtʃiːvəb(ə)l]: adj     ☆ 達成可能な、成し遂げられる

 vilify [ˈvɪlɪfaɪ]: vt   ☆☆ けなす、そしる、非難する

 light bulb: n    ☆ 電球

	hybrid car: n   ☆ ハイブリッド車

 disaster [dɪˈzɑːstə(r)]: n    ☆ 災害、災難、惨事

	decisive [dɪˈsaɪsɪv]: adj     ☆ 決定的な、決め手となる
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 price tag: n   ☆ 値札； 値段

 carbon emission: n    ☆☆ 二酸化炭素排出量

	eliminate [ɪˈlɪmɪneɪt]: vt   ☆ 取り除く、排除する

 subsidy [ˈsʌbsədi]: n    ☆☆ 補助金、助成金

	free ride: n   ☆ ただ乗り、労せずして得たもの

 industrial [ɪnˈdʌstriəl]: adj    ☆ 工業の、産業の

 polluter [pəˈluːtə(r)]: n    ☆ 汚染者［組織］

 in the name of ~ :    ☆ ～の名のもとに

	partisan [ˌpɑː(r)tɪˈzæn]: adj   ☆☆ 党派心の強い、特定の党派 
   に偏った

 inalienable [ɪnˈeɪliənəb(ə)l]: adj    ☆☆ 奪うことのできない

★ LISTENING - No. 9
	magnificent [mæɡˈnɪfɪs(ə)nt]: adj     ☆ とても素晴らしい；壮大な

 portrait [ˈpɔː(r)trɪt]: n    ☆ 肖像画

 genius [ˈdʒiːniəs]: n   ☆ 天才、天賦の才

 in all its glory [ˈɡlɔːri]:     ☆ この上なく、素晴らしく

	renowned [rɪˈnaʊnd]: adj    ☆ 名高い、誉れ高い

 mistress [ˈmɪstrəs]: n    ☆ めかけ、愛人  
	duke [djuːk]: n     ☆☆ 公爵

 patron [ˈpeɪtrən]: n   ☆ パトロン、後援者、保護者

 ermine [ˈɜː(r)mɪn]: n     ☆☆☆ オコジョ：ネコ目イタチ科 
   に属する動物

	peel back ~ :    ☆ ～をはぎ取る

 intense [ɪnˈtens]: adj    ☆ 極めて強い、強烈な

 revelation [ˌrevəˈleɪʃ(ə)n]: n   ☆☆ 驚くべき新事実、暴露され 
   た事実

 enigmatic [ˌenɪɡˈmætɪk]: adj     ☆☆ 不思議な、得体のしれない

	reconstruction [ˌriːkənˈstrʌkʃ(ə)n]: n   ☆ 再建、復元

	muscular [ˈmʌskjʊlə(r)]: adj   ☆☆ 筋骨たくましい、筋肉の発 
   達した

 paw [pɔː]: n       ☆ （爪のある動物の）足、手

 represent [ˌreprɪˈzent]: vt    ☆ 表す、象徴する

 prowess [ˈpraʊes]: n       ☆☆ 武勇；優れた能力

 masterpiece [ˈmɑːstə(r)ˌpiːs]: n    ☆ 傑作、優れた作品
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Reading 1 - Study Guide

	   [A] 	 In times when wars between nations may reappear, it would be a good 
time to return to a principle in the earlier periods of the Peace Prize 
and award it to those who conserve war-renouncing Article 9.        

	   [B]	 Fifteen years ago, when he took a dive into the lagoon, he found most 
of the corals dying and never thought they would recover so quickly.

Reading 1 - Qui

	 (1)  11    (2)  3    (3)  5	 (4)  14     (5)  1    (6)  8    (7)  10    (8)  4

	 (9) ... public concerns are ...     (10) ... Michael Dukakis ... testified ...  

(11) Norward Roussell ... died ...]

Reading 2 - Study Guide

	 No. 1	  2

	 No. 2	 Using social media, people are increasingly forming new communities  
of trust that often shun traditional institutions. The “ice bucket chal-
lenge” went viral through these communities, not originating with the 
ALS Association. (There are also new Internet tools and courses avail-
able that help democratize giving.) 

Reading 2 - Quiz

	 (1)  2    (2)  3    (3)  2    (4)  1    (5)  3    (6)  1    (7)  2     (8) 3    

 (9)  [A]  No   [B] Yes

(10)  even as, just as, though
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Listening Comprehension 1

	 No. 1	 powerful typhoon is sweeping

	 No. 2	 as it moved; leaving two others missing; have been grounded

	 No. 3	 apologized for a cartoon mocking

	 No. 4	 farmer with a cow knocking; room marked

	 No. 5	 was reportedly back; after vanishing; been busy with meditation

	 No. 6	 sure beats; 31-year-old leader; put out of action; purport to show

Listening Comprehension 2

	 No. 7	 (1)  T		  (2)  T		  (3)  F	

	 No. 8	 (1)  T		  (2)  F		  (3)  T		

	 No. 9	  1.  4           2.  2
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